
【あざれあナビ等を活用した調査研究事業】

議会の仕組み、自治法など、また一質問の市長や町長とのやりとりの仕方が、ドキドキして慣れるのに時
間がかかった。
恥をかくことを佳として、少しずつ、自分の中の自分に言い聞かせながら、現在まで至る。

8．パートナーの有無（事実婚を含む）※該当するものに、〇をお願いします　　

有　・　無

【アンケート用紙】

1．議員になろうと思った理由・きっかけは何ですか？

2．議員になって良かったことは？

地域の女性の会において、「町会議員より県議会へ女性を出そう」ということになり、その女性議員の女性
議席が失われてしまうこととなりました。そこで、女性の会より一部の方々より出馬の依頼がありましたの
で、夫に相談しましたら、OK!!をもらえたので。

まちづくりに関して、沢山の情報と学ぶ機会をいただいたこと。
また、地域を超えたネットワーク作りができたこと。

3．議員になって大変だったことは何ですか？また、それをどのように乗り越えましたか？

会社員　・　公務員　・　自営業　・　その他
(パートナー有の場合）

パートナーの職業

4．あなたの、ワーク・ライフ・バランスの状況は、どうですか？

今年の2月に突然夫を失ったので、お一人様の生活です。自営の仕事は、友人とのコンビを組んで行って
おります。私のマニフェストを地域の仲間と具体的なアクションに向けていくつかの事業を日々行動に移し
ています。

5．ワーク・ライフ・バランスを進めていくには、どのような政策が必要だと思いますか？



まずは、男性の育休を社会で安心して取得できる環境づくりをするべきだと思います。そうすることにより、
女性が仕事をしていく上での大変さや、子育てに関する楽しみ、また男性の視野を広げていくことにもつな
がるので。

6．女性議員を増やすには、どうしたら良いと思いますか？

あまり女性議員を増やすとの意識を持つより、自分達自身が、次の世代の人々に「あの人のようになって
みたい」と思われる女性議員の活動を日々、住民と一緒にすることだと思っています。男性・女性の枠をは
ずした考え方、能力主義にすると良い。

7．尊敬する政治家は？

片山善博（元鳥取県知事）

（今年2月に急死のため） 

でした。 


